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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ）動作の共存を可能にす
るための方法であって、
　ＨＤ動作のための第１の周波数帯域およびＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指示を
受信することと、ここにおいて前記第１の周波数帯域は時間および周波数において前記第
２の周波数帯域とオーバーラップする、
　ユーザ機器（ＵＥ）のタイプに基づいて、前記第１の周波数帯域で動作するか第２の周
波数帯域で動作するかを判定することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記指示を受信することは、
　前記第１の周波数帯域に対応する第１の帯域ナンバを受信することと、
　前記第２の周波数帯域に対応する第２の帯域ナンバを受信することと、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで受信される、請求項２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１および第２の帯域ナンバはＦＤ ＵＥおよびＨＤ ＵＥの同時動作を可能にする
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、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域と完
全にオーバーラップする、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域より
も狭い帯域幅を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ＨＤ動作のためのネットワークサポートがあるかどうかを示すネットワーク指示を受信
すること、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ネットワーク指示は、ＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域で受信される、請求
項７に記載の方法。
【請求項９】
　同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ）動作の共存を可能にす
るための装置であって、
　ＨＤ動作のための第１の周波数帯域およびＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指示を
受信するための手段と、ここにおいて前記第１の周波数帯域は時間および周波数において
前記第２の周波数帯域とオーバーラップする、
　ユーザ機器（ＵＥ）のタイプに基づいて、前記第１の周波数帯域で動作するか第２の周
波数帯域で動作するかを判定するための手段、
　を備える装置。
【請求項１０】
　前記指示を受信するための前記手段は、
　前記第１の周波数帯域に対応する第１の帯域ナンバを受信するための手段と、
　前記第２の周波数帯域に対応する第２の帯域ナンバを受信するための手段と、
　を備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで受信される、請求項１
０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第１および第２の帯域ナンバはＦＤ ＵＥおよびＨＤ ＵＥの同時動作を可能にする
、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域と完
全にオーバーラップする、請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域より
も狭い帯域幅を有する、請求項９に記載の装置。
【請求項１５】
　ＨＤ動作のためのネットワークサポートがあるかどうかを示すネットワーク指示を受信
するための手段、
　をさらに備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ネットワーク指示は、ＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域で受信される、請求
項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ）動作の共存を可能にす
るための装置であって、
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　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサによって実行されるときに、
　　ＨＤ動作のための第１の周波数帯域およびＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指示
を受信することと、ここにおいて前記第１の周波数帯域は時間および周波数において前記
第２の周波数帯域とオーバーラップする、
　　ユーザ機器（ＵＥ）のタイプに基づいて、前記第１の周波数帯域で動作するか第２の
周波数帯域で動作するかを判定することと、
　を前記少なくとも１つのプロセッサにさせる命令を備えるメモリと、
　を備える装置。
【請求項１８】
　前記指示を受信することを前記少なくとも１つのプロセッサにさせる前記命令は、
　前記第１の周波数帯域に対応する第１の帯域ナンバを受信することと、
　前記第２の周波数帯域に対応する第２の帯域ナンバを受信することと、
　を前記少なくとも１つのプロセッサにさせる命令をさらに備える、請求項１７に記載の
装置。
【請求項１９】
　前記第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで受信される、請求項１
８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第１および第２の帯域ナンバはＦＤ ＵＥおよびＨＤ ＵＥの同時動作を可能にする
、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域と完
全にオーバーラップする、請求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域より
も狭い帯域幅を有する、請求項１７に記載の装置。
【請求項２３】
　前記メモリは、前記少なくとも１つのプロセッサによって実行されるときに、
　ＨＤ動作のためのネットワークサポートがあるかどうかを示すネットワーク指示を受信
すること、
　を前記少なくとも１つのプロセッサにさせる命令をさらに備える、請求項１７に記載の
装置。
【請求項２４】
　前記ネットワーク指示はＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域で受信される、請求項
２３に記載の装置。
【請求項２５】
　同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ）動作の共存を可能にす
るためにコンピュータによって実行可能なコンピュータプログラムであって、
　　ＨＤ動作のための第１の周波数帯域およびＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指示
を受信し、ここにおいて前記第１の周波数帯域は時間および周波数において前記第２の周
波数帯域とオーバーラップする、
　　ユーザ機器（ＵＥ）のタイプに基づいて、前記第１の周波数帯域で動作するか第２の
周波数帯域で動作するかを判定する、
　ためのコードを備えるコンピュータプログラム。
【請求項２６】
　前記指示を受信するための前記コードは、
　前記第１の周波数帯域に対応する第１の帯域ナンバを受信し、
　前記第２の周波数帯域に対応する第２の帯域ナンバを受信する、
　ためのコードを備える、請求項２５に記載のコンピュータプログラム。
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【請求項２７】
　前記第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで受信される、請求項２
６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２８】
　前記第１および第２の帯域ナンバはＦＤ ＵＥおよびＨＤ ＵＥの同時動作を可能にする
、請求項２６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２９】
　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域と完
全にオーバーラップする、請求項２５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３０】
　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域より
も狭い帯域幅を有する、請求項２５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３１】
　ＨＤ動作のためのネットワークサポートがあるかどうかを示すネットワーク指示を受信
する、
　ためのコードをさらに備える、請求項２５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３２】
　前記ネットワーク指示は、ＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域で受信される、請求
項３１に記載のコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願への相互参照】
【０００１】
　本願は、それぞれ２０１１年７月１８日および２０１１年７月２６日に出願され本明細
書に参照によってその全体を明示的に組み込まれた米国仮出願番号第６１／５０８，８７
９号および６１／５１１，８１５号への優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示の特定の態様は、一般に無線通信(wireless communications)に関し、より具体
的には、所与の周波数帯域(frequency band)において、半二重（half-duplex (HD)）およ
び全二重（full-duplex (FD)）端末の共存を可能にするための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、音声、データ等のような様々なタイプの通信コンテンツを提供す
るように広く展開されている。これらシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば
、帯域幅および送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートでき
る多元接続システムでありうる。このような多元接続システムの例は、符号分割多元接続
（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（Ｆ
ＤＭＡ）システム、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥ－アドバンスドシステム、および直交周波数分割多元
接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　一般に、無線多元接続通信システムは複数の無線端末のための通信を同時にサポートで
きる。各端末は、順方向リンクと逆方向リンク上の送信を介して、１つまたは複数の基地
局と通信する。順方向リンク（またはダウンリンク）は基地局から端末までの通信リンク
を指し、逆方向リンク（またはアップリンク）は端末から基地局までの通信リンクを指す
。この通信リンクは、単一入力単一出力、複数入力単一出力、または複数入力複数出力（
ＭＩＭＯ）システムを介して確立されうる。
【発明の概要】
【０００５】
　本開示の特定の態様は、同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ
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）動作の共存を可能にするための方法を提供する。方法は、一般に、ＨＤ動作のための第
１の周波数帯域を割り当てることと、ＦＤ動作のための第２の周波数帯域を割り当てるこ
ととを含み、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域はＦＤ動作のための第２の周波数帯域と
オーバーラップする。
【０００６】
　本開示の特定の態様は、同一キャリアにおいてＨＤ動作およびＦＤ動作の共存を可能に
するための装置を提供する。装置は、一般に、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域を割り
当てるための手段と、ＦＤ動作のための第２の周波数帯域を割り当てるための手段とを含
み、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域はＦＤ動作のための第２の周波数帯域とオーバー
ラップする。
【０００７】
　本開示の特定の態様は、同一キャリアにおいてＨＤ動作およびＦＤ動作の共存を可能に
するための装置を提供する。装置は、一般に、少なくとも１つのプロセッサ、および少な
くとも１つのプロセッサと結合されたメモリを含む。少なくとも一つのプロセッサは、一
般に、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域を割り当て、ＦＤ動作のための第２の周波数帯
域を割り当てるように構成され、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域はＦＤ動作のための
第２の周波数帯域とオーバーラップする。
【０００８】
　本開示の特定の態様は、同一キャリアにおいてＨＤ動作およびＦＤ動作の共存を可能に
するためのコンピュータプログラム製品を提供する。コンピュータプログラム製品は、一
般に、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域を割り当て、ＦＤ動作のための第２の周波数帯
域を割り当てるためのコードを有するコンピュータ可読媒体とを含み、ＨＤ動作のための
第１の周波数帯域はＦＤ動作のための第２の周波数帯域とオーバーラップする。
【０００９】
　本開示の特定の態様は、同一キャリアにおいてＨＤ動作およびＦＤ動作の共存を可能に
するための方法を提供する。方法は、一般に、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域および
ＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指示を受信すること、ここにおいて第１の周波数帯
域は第２の周波数帯域とオーバーラップする、およびユーザ機器（ＵＥ）のタイプに基づ
いて、第１の周波数帯域で動作するか第２の周波数帯域で動作するかを判定することを含
む。
【００１０】
　本開示の特定の態様は、同一キャリアにおいてＨＤ動作およびＦＤ動作の共存を可能に
するための装置を提供する。装置は、一般に、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域および
ＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指示を受信するための手段と、ここにおいて第１の
周波数帯域は、第２の周波数帯域とオーバーラップする、およびＵＥのタイプに基づいて
、第１の周波数帯域で動作するか第２の周波数帯域で動作するかを判定するための手段を
含む。
【００１１】
　本開示の特定の態様は、同一キャリアにおいてＨＤ動作およびＦＤ動作の共存を可能に
するための装置を提供する。装置は、一般に、少なくとも１つのプロセッサと、少なくと
も１つのプロセッサと結合されたメモリと、を含む。少なくとも１つのプロセッサは、一
般に、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域およびＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指
示を受信し、ここにおいて第１の周波数帯域は、第２の周波数帯域とオーバーラップする
、およびＵＥのタイプに基づいて、第１の周波数帯域で動作するか第２の周波数帯域で動
作するかを判定するように構成される。
【００１２】
　本開示の特定の態様は、同一キャリアにおいてＨＤ動作およびＦＤ動作の共存を可能に
するためのコンピュータプログラム製品を提供する。コンピュータプログラム製品は、一
般に、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域およびＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指
示を受信し、ここにおいて第１の周波数帯域は、第２の周波数帯域とオーバーラップする
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、およびＵＥのタイプに基づいて、第１の周波数帯域で動作するか第２の周波数帯域で動
作するかを判定するためのコードを有するコンピュータ可読媒体を含む。
【００１３】
　本開示の特定の態様は、無線通信のための方法を提供する。方法は、一般に、アップリ
ンク送信がサブフレームにおいてダウンリンク送信とオーバーラップすることを判定する
ことと、１つまたは複数の HD ＵＥでの送信を制御し、このサブフレームにおいてアップ
リンク送信またはダウンリンク送信の一方だけがこれらＵＥの１つまたは複数で行われる
ようにすることとを含む。
【００１４】
　本開示の特定の態様は、無線通信のための装置を提供する。装置は、一般に、アップリ
ンク送信が、サブフレームにおいてダウンリンク送信とオーバーラップすることを判定す
るための手段と、１つまたは複数の HD ＵＥでの送信を制御し、このサブフレームにおい
てアップリンク送信またはダウンリンク送信の一方だけがこれらＵＥの１つまたは複数で
行われるようにするための手段とを含む。
【００１５】
　本開示の特定の態様は、無線通信のための装置を提供する。装置は、一般に、少なくと
も１つのプロセッサと、少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、を含む。少
なくとも１つのプロセッサは、一般に、アップリンク送信がサブフレームにおいてダウン
リンク送信とオーバーラップすることを判定し、１つまたは複数の HD ＵＥでの送信を制
御し、このサブフレームにおいてアップリンク送信またはダウンリンク送信の一方だけが
これらＵＥの１つまたは複数で行われるように構成される。
【００１６】
　本開示の特定の態様は、無線通信のためのコンピュータプログラム製品を提供する。コ
ンピュータプログラム製品は、一般に、アップリンク送信がサブフレームにおいてダウン
リンク送信とオーバーラップすることを判定すると共に、１つまたは複数の(half-duplex
) HD ＵＥでの送信を制御し、このサブフレームにおいてアップリンク送信またはダウン
リンク送信の一方だけがこれらＵＥの１つまたは複数で行われるようにするためのコード
を有するコンピュータ可読媒体を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本開示の特定の態様に従って、無線通信ネットワークの例を概念的に図
示するブロック図である。
【図２】図２は、本開示の特定の態様に従って、無線通信ネットワークにおいてユーザ機
器（ＵＥ）と通信する基地局の例を概念的に図示するブロック図を示す。
【図３】図３は、本開示の特定の態様に従って、無線通信ネットワークにおいてフレーム
構造の例を概念的に図示するブロック図である。
【図４】図４は、本開示の特定の態様に従って、ダウンリンクのための２つの例示的なサ
ブフレームフォーマットを図示する。
【図５】図５は、本開示の特定の態様に従って、ＵＥによって行われうるＬＴＥ半二重（
ＨＤ）動作のための例示的な意思決定のツリーを図示する。
【図６】図６は、本開示の特定の態様に従って、周波数帯域上のＦＤおよびＨＤ動作をサ
ポートするために性能のネットワーク指示をブロードキャストできる、アクセスポイント
およびアクセス端末を有する例示的なシステムを図示する。
【図７】図７は、本開示の特定の態様に従って、同一キャリアにおいてＨＤ動作およびＦ
Ｄ動作の共存を可能にするための例示的な動作を図示する。
【図８】図８は、本開示の特定の態様に従って、例示的な動作を図示する。
【図９Ａ】図９Ａは、本開示の特定の態様に従って、同一キャリアにおいてＨＤ動作およ
びＦＤ動作の共存を可能にする例を図示する。
【図９Ｂ】図９Ｂは、本開示の特定の態様に従って、同一キャリアにおいてＨＤ動作およ
びＦＤ動作の共存を可能にする例を図示する。
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【図１０】図１０は、本開示の特定の態様に従って、１つまたは複数のＨＤ ＵＥでの送
信を制御するための例示的な動作を図示する。
【図１１】図１１は、本開示の特定の態様に従って、ＨＤ動作におけるＤＬの割当および
ＵＬの許可の影響を図示する。
【図１２】図１２は、本開示の特定の態様に従って、ＨＤ動作におけるＤＬの割当および
ＵＬの許可の影響を図示する。
【発明を実施するために形態】
【００１８】
　詳細な説明
　半二重（ＨＤ）動作は、ＬＴＥ端末の低コスト実現を可能にする。従来、ＨＤ動作は、
同一の周波数帯域において全二重（ＦＤ）およびＨＤ端末の混合が許可されることができ
ない特定の周波数帯域とリンクされうる。従って、本開示の特定の態様は、ＨＤ動作のた
めに指定された周波数帯域を取り入れること、およびＦＤ動作のために指定された既存の
周波数帯域をオーバーラップすることによって、所与の周波数帯域においてＨＤおよびＦ
Ｄ端末の共存を可能にするための技法を提供する。
【００１９】
　本明細書で説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ、および他のネットワークのようなさまざまな無線通信ネットワークのために使用
されうる。「ネットワーク」および「システム」という用語は、互換可能に使用されるこ
とが多い。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ｃｄ
ｍａ２０００等のような無線技術を実現しうる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭ
Ａ（登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、および他のＣＤＭＡの変
形を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００規格、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ－８
５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークはグローバル移動体通信システム（ＧＳＭ
（登録商標））のような無線技術を実現しうる。ＯＦＤＭＡネットワークは、進化したＵ
ＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２
．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（Ｗｉ－ＭＡＸ）、ＩＥＥＥ
８０２．２０、フラッシュ－ＯＦＤＭ等のような無線技術を実現しうる。ＵＴＲＡおよび
Ｅ－ＵＴＲＡは、ユニバーサル移動体電気通信システム（ＵＭＴＳ）の一部である。周波
数分割デュプレックス（ＦＤＤ）および時分割デュプレックス（ＴＤＤ）の両方において
、３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－アドバンスド（ＬＴ
Ｅ－Ａ）は、ダウンリンク上でＯＦＤＭＡを、アップリンク上でＳＣ－ＦＤＭＡを採用す
るＥ－ＵＴＲＡを使用する、ＵＭＴＳの新版である。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ
、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３
ＧＰＰ）と名付けられた団体からの文書で説明される。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは
「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と名付けられた団体からの
文書で説明される。本明細書で説明される技法は、他の無線ネットワークおよび無線技術
と同様に、上述された無線ネットワークおよび無線技術のために使用されうる。明確さの
ために、技法の特定の態様はＬＴＥ/ＬＴＥアドバンスドについて以下に説明され、ＬＴ
Ｅ/ＬＴＥアドバンスドの専門用語が以下の説明の大半で使用される。
【００２０】
　図１は、ＬＴＥネットワークまたはいくつかの他の無線ネットワークでありうる無線通
信ネットワーク１００を示す。無線ネットワーク１００は多数の進化したノードＢ（ｅＮ
Ｂ）１１０と他のネットワークエンティティとを含みうる。ｅＮＢはユーザ機器（ＵＥ）
と通信するエンティティであり、基地局、ノードＢ、アクセスポイント、等とも称されう
る。各ｅＮＢは特定の地理的エリアに対して通信カバレッジを提供しうる。３ＧＰＰにお
いて、「セル」という用語は、用語が使用される文脈に依存して、このカバレッジエリア
をサービス提供するｅＮＢおよび／またはｅＮＢサブシステムのカバレッジエリアを指す
ことができる。
【００２１】
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　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルの
ための通信カバレッジを提供しうる。マクロセルは比較的大きい地理的エリア（例えば、
半径数キロメートル）をカバーでき、サービス加入ＵＥによって制限されていないアクセ
スを可能にしうる。ピコセルは比較的小さい地理的エリアをカバーでき、サービス加入Ｕ
Ｅによって制限されていないアクセスを可能にしうる。フェムトセルは比較的小さい地理
的エリア（例えば、ホーム）をカバーでき、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（例えば
、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）のＵＥ）によって制限されているアクセスを可能
にしうる。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと称されうる。ピコセルのためのｅ
ＮＢはピコｅＮＢと称されうる。フェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホ
ームｅＮＢ（ＨeＮＢ）と称されうる。図１で示される例において、ｅＮＢ１１０ａはマ
クロセル１０２ａに対するマクロｅＮＢであることができ、ｅＮＢ１１０ｂはピコセル１
０２ｂに対するピコｅＮＢであることができ、ｅＮＢ１１０ｃはフェムトセル１０２ｃに
対するフェムトｅＮＢであることができる。ｅＮＢは１つまたは複数の（例えば、３つの
）セルをサポートしうる。「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」という用語は、本明
細書において互換可能に使用されうる。
【００２２】
　無線ネットワーク１００はまた、中継局を含みうる。中継局はアップストリーム局（例
えば、ｅＮＢまたはＵＥ）からのデータ送信を受信し、ダウンストリーム局（例えば、Ｕ
ＥまたはｅＮＢ）へのデータ送信を送ることができるエンティティである。中継局はまた
、他のＵＥに対する送信を中継できるＵＥでありうる。図１に示される例において、中継
局１１０ｄは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｄとの間の通信を促進するために、マクロｅ
ＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｄと通信しうる。中継局はまた、中継ｅＮＢ、中継基地局
、中継器等と称されうる。
【００２３】
　無線ネットワーク１００は異なるタイプのｅＮＢ、例えば、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ
、フェムトｅＮＢ、中継ｅＮＢ等を含む異種ネットワークでありうる。これら異なるタイ
プのｅＮＢは、無線ネットワーク１００において、異なる送信電力レベル、異なるカバレ
ッジエリア、および、干渉における異なる影響を有しうる。例えば、マクロｅＮＢは高い
送信電力レベル（例えば、５から４０ワット）を有し、一方、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮ
Ｂおよび中継ｅＮＢはより低い送信電力レベル（例えば、０．１から２ワット）を有しう
る。
【００２４】
　ネットワーク制御装置１３０は１セットのｅＮＢに結合でき、これらｅＮＢのための調
整および制御を提供しうる。ネットワーク制御装置１３０はバックホールを介してｅＮＢ
と通信しうる。ｅＮＢはまた、例えば、無線または有線バックホールを介して、直接的ま
たは間接的に、互いに通信しうる。
【００２５】
　ＵＥ１２０（例えば、１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ）は無線ネットワーク１００を通
して分散され、各ＵＥは固定またはモバイルであってよい。ＵＥはまた、アクセス端末、
端末、モバイル局、加入者ユニット、局、等と称されうる。ＵＥは、セルラ電話機、パー
ソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、無線モデム、無線通信デバイス、ハンドヘルド
デバイス、ラップトップコンピュータ、コードレス電話機、無線ローカルループ（ＷＬＬ
）局、タブレット、スマートフォン、ネットブック、スマートブック等でありうる。
【００２６】
　図２は、図１において基地局／ｅＮＢのうちの１つ、およびＵＥの１つでありうる、基
地局／ｅＮＢ１１０およびＵＥ１２０の設計のブロック図を示す。基地局１１０はＴ本の
アンテナ２３４ａ～２３４ｔを装備でき、ＵＥ１２０はＲ本のアンテナ２５２ａ～２５２
ｒを装備でき、ここにおいて、一般的に、Ｔ≧Т１およびＲ≧１である。
【００２７】
　基地局１１０では、送信プロセッサ２２０が１つまたは複数のＵＥに対するデータソー
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ス２１２からデータを受信し、各ＵＥのための１つまたは複数の変調符号化方式（ＭＣＳ
）をこのＵＥから受信したＣＱＩに基づいて選択し、各ＵＥのためのデータをこのＵＥの
ために選択されたＭＣＳに基づいて処理（例えば、符号化および変調）し、全てのＵＥに
対してデータシンボルを提供しうる。送信プロセッサ２２０はまた、システム情報（例え
ば、ＳＲＰＩ、等）と制御情報（例えば、ＣＱＩ要求、許可、上位レイヤのシグナリング
、等）を処理し、オーバーヘッドシンボルおよび制御シンボルを提供しうる。プロセッサ
２２０はまた、リファレンス信号（例えば、ＣＲＳ）および同期信号（例えば、ＰＳＳお
よびＳＳＳ）に対するリファレンスシンボルを生成しうる。送信（ＴＸ）複数入力複数出
力（ＭＩＭＯ）プロセッサ２３０は、適用可能な場合に、データシンボル、制御シンボル
、オーバーヘッドシンボル、および／またはリファレンスシンボルに対して空間処理（例
えば、プリコーディング）を行い、Ｔ個の変調器（ＭＯＤ）２３２ａ～２３２ｔにＴ個の
出力シンボルストリームを提供しうる。各変調器２３２は、出力サンプルストリームを獲
得するために、（例えば、ＯＦＤＭ等のために）該当の出力シンボルストリームを処理し
うる。各変調器２３２は、ダウンリンク信号を獲得するために、出力サンプルストリーム
をさらに処理（例えば、アナログコンバート、増幅、フィルタリング、およびアップコン
バート）しうる。変調器２３２ａ～２３２ｔからのＴ個のダウンリンク信号は、Ｔ個のア
ンテナ２３４ａ～２３４ｔを介してそれぞれ送信されうる。
【００２８】
　ＵＥ１２０では、アンテナ２５２ａ～２５２ｒが基地局１１０および／または他の基地
局からダウンリンク信号を受信でき、受信信号を復調器（ＤＥＭＯＤ）２５４ａ～２５４
ｒにそれぞれ提供しうる。各復調器２５４は、入力サンプルを獲得するために、その受信
された信号を調整（例えば、フィルタ、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し
うる。各復調器２５４は、受信されたシンボルを獲得するために、（例えば、ＯＦＤＭ等
のために）入力サンプルをさらに処理しうる。ＭＩＭＯ検出器２５６は全てのＲ個の復調
器２５４ａ～２５４ｒから受信シンボルを獲得し、適用可能な場合に受信シンボルでＭＩ
ＭＯ検出を行い、検出されたシンボルを提供しうる。受信プロセッサ２５８は、検出され
たシンボルを処理（例えば、復調および複号）し、ＵＥ１２０に対する複号されたデータ
をデータシンク２６０に提供し、複号された制御情報およびシステム情報を制御装置／プ
ロセッサ２８０に提供しうる。チャネルプロセッサはＲＳＲＰ、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、Ｃ
ＱＩ等を判定しうる。
【００２９】
　アップリンクにおいて、ＵＥ１２０では、送信プロセッサ２６４がデータソース２６２
からのデータ、および制御装置／プロセッサ２８０からの（例えば、ＲＳＲＰ、ＲＳＳＩ
、ＲＳＲＱ、ＣＱＩ等を備える報告のための）制御情報を受信して処理しうる。プロセッ
サ２６４はまた、１つまたは複数のリファレンス信号のためのリファレンスシンボルを生
成しうる。送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能な場合にＴＸ ＭＩＭＯプ
ロセッサ２６６によりプリコードされ、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ、ＯＦＤＭ、等のために
）変調器２５４ａ～２５４ｒによってさらに処理されて、基地局１１０に送信されうる。
基地局１１０では、ＵＥ１２０および他のＵＥからのアップリンク信号がアンテナ２３４
によって受信され、復調器２３２によって処理され、適用可能な場合にＭＩＭＯ検出器２
３６によって検出され、ＵＥ１２０によって送信され復号されたデータおよび制御情報を
獲得するために受信プロセッサ２３８によってさらに処理されうる。プロセッサ２３８は
、復号されたデータをデータシンク２３９に、復号された制御情報を制御装置／プロセッ
サ２４０に提供しうる。基地局１１０は通信ユニット２４４を含み、通信ユニット２４４
を介してネットワーク制御装置１３０へ通信できる。通信制御装置１３０は通信ユニット
２９４、制御装置／プロセッサ２９０、およびメモリ２９２を含みうる。
【００３０】
　制御装置／プロセッサ２４０および２８０は、それぞれ、基地局１１０およびＵＥ１２
０での動作を指示しうる。プロセッサ２４０および／または基地局１１０における他のプ
ロセッサとモジュール、および／またはＵＥ１２０における他のプロセッサとモジュール
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および／またはプロセッサ２８０は、本明細書で説明される技法のためのプロセスを行う
か、または指示しうる。メモリ２４２および２８２は、それぞれ、基地局１１０およびＵ
Ｅ１２０のためのデータおよびプログラムコードを記憶しうる。スケジューラ２４６は、
ダウンリンクおよび／またはアップリンク上でのデータ送信のために複数のＵＥをスケジ
ューリングしうる。
【００３１】
　ＵＥ１２０にデータを送信する場合、基地局１１０はデータ割付サイズに少なくとも一
部基づいてバンドリングサイズを判定し、判定されたバンドリングサイズのバンドルされ
た連続リソースブロックにおいてデータをプリコードするように構成されることができ、
ここにおいて、各バンドルにおけるリソースブロックは共通プリコーディングマトリック
スでプリコードされうる。すなわち、リソースブロックにおけるＵＥ－ＲＳおよび／また
はデータのようなリファレンス信号は同一のプリコーダを使用してプリコードされうる。
バンドルされたＲＢの各ＲＢにおけるＵＥ－ＲＳのために使用される電力レベルもまた、
同様でありうる。
【００３２】
　ＵＥ１２０は、基地局１１０から送信されたデータを復号するために相補処理（comple
mentary processing）を行うように構成されうる。例えば、ＵＥ１２０は、連続リソース
ブロック（ＲＢ）のバンドルにおける基地局から送信される受信されたデータのデータ割
付サイズに基づいてバンドリングサイズを判定し、ここにおいて各バンドルでのリソース
ブロックにおける少なくとも１つのリファレンス信号は共通プリコーディングマトリック
スでプリコードされる、基地局から送信された１つまたは複数のリファレンス信号（ＲＳ
）および判定されたバンドリングサイズに基づいて少なくとも１つのプリコード化チャネ
ルを推定し、推定されたプリコード化チャネルを使用して受信されたバンドルを復号する
ように構成さうる。
【００３３】
　図３は、ＬＴＥにおけるＦＤＤのための例示的なフレーム構造３００を示す。ダウンリ
ンクおよびアップリンクの各々のための送信タイムラインは複数ユニットの無線フレーム
に区分されうる。各無線フレームは所定期間（例えば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有するこ
とができ、０から９までのインデックスを持つ１０個のサブフレームに区分されうる。各
サブフレームは２つのスロットを含みうる。各無線フレームは、それゆえ、０から１９ま
でのインデックスを持つ２０個のスロットを含みうる。各スロットはＬ個のシンボル期間
、例えば、（図２に示すように）通常サイクリックプリフィックス(normal cyclic prefi
x)のための７個のシンボル期間、または拡張サイクリックプリフィックス(extended cycl
ic prefix)のための６個のシンボル期間、を含みうる。各サブフレームにおける２Ｌ個の
シンボル期間は０から２Ｌ－１までのインデックスを割り当てられうる。
【００３４】
　ＬＴＥにおいて、ｅＮＢは、このｅＮＢによってサポートされるセルごとのシステム帯
域幅の中心１．０８ＭＨｚのダウンリンクで一次同期信号（ＰＳＳ）および二次同期信号
（ＳＳＳ）を送信しうる。図３に示されるように、ＰＳＳおよびＳＳＳは、通常サイクリ
ックプレフィクスを有する各無線フレームのサブフレーム０および５におけるシンボル期
間６および５でそれぞれ送信されうる。ＰＳＳおよびＳＳＳは、セルの探索および取得の
ためにＵＥによって使用されうる。ｅＮＢは、このｅＮＢによってサポートされる各セル
に対して、システム帯域幅にわたってセル固有のリファレンス信号（ＣＲＳ）を送信しう
る。ＣＲＳは、各サブフレームの特定のシンボル期間において送信されることができ、チ
ャネル推定、チャネル品質測定、および／または他の機能を行うためにＵＥによって使用
されうる。ｅＮＢはまた、特定の無線フレームのスロット１においてシンボル期間０から
３で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を送信しうる。ＰＢＣＨはいくつかのシ
ステム情報を搬送しうる。ｅＮＢはある特定のサブフレームにおける物理ダウンリンク共
有チャネル（ＰＤＳＣＨ）でシステム情報ブロック（ＳＩＢ）のような他のシステム情報
を送信しうる。ｅＮＢは、ブフレームの第１のＢ個のシンボル期間において物理ダウンリ
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ンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）で制御情報／データを送信でき、ここにおいて、Ｂ個は
サブフレームごとに設定可能でありうる。ｅＮＢは各サブフレームの残りのシンボル期間
においてＰＤＳＣＨでトラフィックデータおよび／または他のデータを送信しうる。
【００３５】
　図４は、通常サイクリックプリフィックスを有する、ダウンリンクのための２つの例示
的なサブフレームフォーマット４１０および４２０を示す。ダウンリンクのために利用可
能な時間周波数リソースは複数のリソースブロックに区分されうる。各リソースブロック
は１つのスロットにおいて１２個のサブキャリアをカバーでき、多くのリソースエレメン
トを含みうる。各リソースエレメントは１つのシンボル期間において１つのサブキャリア
をカバーでき、実数値または複素数値でありうる１つの変調シンボルを送るために使用さ
れうる。
【００３６】
　サブフレームフォーマット４１０は２本のアンテナを装備するｅＮＢに対して使用され
うる。ＣＲＳは、シンボル期間０、４、７、および１１においてアンテナ０および１から
送信されうる。リファレンス信号は送信機および受信機によりアプリオリに知られる信号
であって、また、パイロット信号と称されうる。ＣＲＳは、例えば、セル識別子（ＩＤ）
に基づいて生成されたセルのための固有のリファレンス信号である。図４では、ラベルＲ

ａを有する所与のリソースエレメントに関し、変調シンボルはアンテナａからそのリソー
スエレメントで送信されることができ、変調シンボルは他のアンテナからそのリソースエ
レメントで送信されることができない。サブフレームフォーマット４２０は４本のアンテ
ナを装備するｅＮＢに対して使用されうる。ＣＲＳは、シンボル期間０、４、７、および
１１におけるアンテナ０および１から、および、シンボル期間１および８におけるアンテ
ナ２および３から送信されうる。サブフレームフォーマット４１０および４２０の両方に
関し、ＣＲＳはセルＩＤに基づいて判定されうる均等にスペースを置かれたサブキャリア
で送信されうる。異なるｅＮＢは、それらセルＩＤｓに依存して、同一のまたは異なるサ
ブキャリアでそれらのＣＲＳを送信しうる。サブフレームフォーマット４１０および４２
０の両方に関し、ＣＲＳのために使用されないリソースエレメントはデータ（例えば、ト
ラフィックデータ、制御データ、および／または他のデータ）を送信するために使用され
うる。
【００３７】
　ＬＴＥにおける、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳおよびＰＢＣＨは、公に利用可能な「進化ユ
ニバーサル地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）；物理チャネルおよび変調（Evolved Univ
ersal Terrestrial Radio Access; Physical Channels and Modulation）」と名称付けら
れている３ＧＰＰ ＴＳ ３６．２１１において説明される。
【００３８】
　インターレース構造（interlace structure）はＬＴＥにおいてＦＤＤのためのダウン
リンクおよびアップリンクの各々に使用されうる。例えば、０～Ｑ－１のインデックスを
有するＱ個のインターレースが定義されることができ、ここにおいて、Ｑは４、６、８、
１０、またはいくつかの他の値と等しい。各インターレースはＱ個のフレームによってス
ペースをあけたサブフレームを含みうる。特に、インターレースｑは、サブフレームｑ、
ｑ＋Ｑ、ｑ＋２Ｑ、等を含むことができ、ここにおいて、ｑ∈｛０，．．．，Ｑ－１｝で
ある。
【００３９】
　無線ネットワークはダウンリンクおよびアップリンクでのデータ送信のためのハイブリ
ッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をサポートしうる。ＨＡＲＱに関し、送信機（例えば、ｅ
ＮＢ）は、パケットが受信機（例えば、ＵＥ）によって正確に複号される、またはいくつ
かの他の終了条件が発生するまで１つのパケットの１つまたは複数の送信を送ることがで
きる。同期ＨＡＲＱに関し、このパケットの全ての送信は、単一インターレースの複数の
サブフレームにおいて送信されうる。非同期ＨＡＲＱに関し、このパケットの各送信は任
意のサブフレームにおいて送られうる。
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【００４０】
　ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレッジ内に位置しうる。これらｅＮＢのうちの１つはＵＥ
にサービス提供するために選択されうる。サービングｅＮＢは、受信信号強度、受信信号
品質、パスロス等のような様々な基準に基づいて選択されうる。受信信号品質は、信号対
ノイズおよび干渉比（ＳＩＮＲ）、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）、または他のいくつか
のメトリック等により定量化されうる。ＵＥは、ＵＥが１つまたは複数の干渉ｅＮＢから
高い干渉を観測しうる、支配的な干渉シナリオにおいて動作しうる。
【００４１】
　ＬＴＥ Ｒｅｌ－８は、周波数分割デュプレックス（ＦＤＤ）（例えば、図３）のため
のフレーム構造、および時分割デュプレックス（ＴＤＤ）のためのフレーム構造をサポー
トする。ＦＤＤのためのフレーム構造は全二重および半二重動作モードのためのサポート
を提供しうる。ＦＤ動作に関し、ユーザ機器（ＵＥ）は送信または受信されうる場合に制
約事項がない一方、ＨＤ動作に関し、ＵＥは、時間内の与えられたポイントでのみ送信ま
たは受信しうる。ＨＤ動作は、ＧＳＭのもの（例えば、ＦＤＤ ＨＤシステム）と比較可
能なＬＴＥ端末の低コスト実現を可能にするためにＬＴＥのＲｅｌ－８に組み込まれる。
ＨＤ動作からの主なコスト節約はデュプレクサの無いことから生じる。たとえＨＤ動作が
端末側においてコストの節約を提供するとしても、インフラストラクチャは動作モードを
サポートする必要がある。
【００４２】
　ＨＤ ＦＤＤ動作に関し、ガード期間(guard period)はＵＥによって、同一のＵＥから
のアップリンクサブフレーム（例えば、非ゼロ遷移時間）の直前のダウンリンクサブフレ
ームの最終部分を受信しないことで、生成されうる。ＨＤ動作に関し、ＵＬ送信タイミン
グはこのダウンリンクサブフレームの最終部分を受信しないことによってアラインされ(a
ligned)うる。いくつかの実施形態に関し、ｅＮＢは、このｅＮＢがＤＬ送信の直後に続
くＵＬのためにＨＤ ＵＥをスケジューリングするときはいつでも、この知識を使用して
ＤＬ送信速度(DL transmission rate)を調節できる。
【００４３】
　従来、ＨＤ動作は、同一の周波数帯域でＦＤおよびＨＤ端末の混合を可能にできない特
定の周波数帯域とリンクされうる。従って、ＨＤ動作は、この動作タイプに完全に専用な
周波数帯域でのみサポートされうる。言い換えると、１つのセルは１つの帯域上の送信の
みをサポートしうる。従って、周波数帯域とリンクされる際、ＨＤサポートのネットワー
ク指示の必要性は認められない。
【００４４】
　図５は、本開示の特定の態様に従って、ＵＥによって行われうるＬＴＥ ＨＤ動作のた
めの例示的な意思決定のツリーを図示する。ＬＴＥにおけるＨＤ動作はエアインターフェ
ースの仕様を要求しない実施問題であると主にみなされうる。５０２において、各サブフ
レームの始まり（送信から受信までのゼロ遷移時間であると仮定し、または逆も同様であ
る）において、ＵＥは、サブフレームで任意のチャネルまたは信号を送信しなければなら
ないか、またはしなくてもよいかを判定しうる。非ゼロ遷移時間で、この判定は、前のサ
ブフレームの終わりの前になされうる。５０４において、ＵＥが何かを送信しなければな
らないと判定すると、ＵＥは送信の目的でこのサブフレームを使用でき、ｅＮＢはＵＥへ
送信できない。別の方法では、５０６において、ＵＥは受信のためにこのサブフレームを
使用しうる（すなわち、ｅＮＢがＵＥへ送信しうる）。図５で図示されたように、ＵＥは
、任意の受信の前にその送信を優先しうる。ＬＴＥ ＨＤ動作は、ＵＥが所与のサブフレ
ームにおいて受信できるかどうか判定するために、送信しようとするＵＥに関する期待た
は必要性(need or expectation)を継続的にチェックすることをＵＥおよびｅＮＢに要求
しうる。ＨＤ動作のサポートのために時間領域の波形において固定の構造がないため、Ｌ
ＴＥはＦＤおよびＨＤデバイスの同時サポートをサポートしうる。
【００４５】
　ｅＮＢ（例えば、スケジューラ）は、いつＵＥが所与のサブフレームにおいて何かを送
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信しなければならないかを知ることができ、従って、ｅＮＢは、いつスケジュールＵＥへ
送信および応答するかを判定するために、この情報を使用することが予期されうる。ＵＥ
の送信がＨＤ動作によって影響を及ぼされうるため、ＵＥ送信機の観点（例えば、通常の
ＵＥ動作）から、任意の特別なＵＥの挙動を特定する必要はない可能性がある。しかしな
がら、ＤＬについて、全てのサブフレームが、所与のＵＥへ送信するためにｅＮＢに対し
て、または受信するためにＵＥに対して使用可能とは限らない。しかしながら、ｅＮＢの
挙動は特定される必要はない可能性がある。
【００４６】
　いくつかの実施形態に関し、同一の周波数帯域におけるＦＤおよびＨＤの同時動作のた
めに、新しい周波数帯域（例えば、新しい帯域ナンバ(new band number)）が、ネットワ
ークからの２つの帯域の対応シグナリングを有しＦＤ動作のための既存の周波数帯域とオ
ーバーラップする、ＨＤ動作に対して生成されうる。特定の態様に関し、ＨＤ動作のため
の新しい周波数帯域はＦＤ動作のための既存の周波数帯域と完全にオーバーラップしうる
。言い換えると、特定の周波数帯域は、ＦＤ設定およびＨＤ設定をオーバーロードされう
る。特定の態様に関し、ＨＤ動作のための新しい周波数帯はＦＤ動作のための既存の周波
数帯域よりも狭い帯幅を有し、２つの帯域はより狭い帯域幅に重なりうる。従って、ＦＤ
 ＵＥはＦＤＤ ＦＤの帯域において効率的に動作でき、ＨＤ ＵＥはＦＤＤ ＨＤの帯域に
おいて効率的に動作しうる。特定の態様に関し、ｅＮＢは、ＦＤおよびＨＤ ＵＥの同時
動作を許可するオーバーヘッドメッセージにおいて２つの帯域ナンバを含みうる。いくつ
かの実施形態に関し、ＨＤサポートの指示がネットワークシグナリングに対して追加され
うる。
【００４７】
　図６は、本開示の特定の態様に従って、周波数帯域上でＦＤおよびＨＤ動作をサポート
するための性能のネットワーク指示をブロードキャストできる、アクセスポイント６１０
およびアクセス端末６２０（例えば、ＨＤ ＵＥ）を有するシステム６００の例を図示す
る。図示されたように、アクセスポイント６１０は、ＨＤ動作のための帯域ナンバおよび
ＦＤ動作のための帯域ナンバを示すオーバーヘッドメッセージを生成するメッセージ生成
モジュール６１４を含みうる。オーバーヘッドメッセージはダウンリンクサブフレームで
送信機モジュール６１２を介してＨＤ ＵＥ６２０へ送信されうる。
【００４８】
　ＨＤ ＵＥ６２０はオーバーヘッドメッセージを受信機モジュール６２６を介して受信
し、メッセージ処理モジュール６２４を介してＨＤ動作のための周波数帯域を判定しうる
。オーバーヘッドメッセージの受信および処理後、ＨＤ ＵＥ６２０はＨＤ帯域ナンバに
よって肯定応答を構築し、受信機モジュール６２２を介してアップリンクサブフレームで
アクセスポイント６１０へ送信しうる。アクセスポイント６１０はこの肯定応答を受信機
モジュール６１６を介して受信しうる。
【００４９】
　ネットワークが所与の帯域においてＨＤ動作をサポートしないことをＵＥへ伝達するネ
ットワーク性能がないと、ＨＤ ＵＥは何ら問題／制約なく、かつＨＤ動作がネットワー
クによってサポートされないことを認識することなく、ＬＴＥのアイドルモードで特定の
周波数帯域にとどまっている(camping)ことができる。例えばＨＤ ＵＥは、特定の周波数
帯域がＨＤモードでなくＦＤモードで使用される場所へ移動しうる。このような場合、ネ
ットワークは、ＵＥからの報告されたＵＥ性能からこの帯域の動作に対するＨＤサポート
を認識し、その周波数帯域での動作をその端末に対して禁じうる。ＨＤ ＵＥは、ＬＴＥ
接続モードへ進もうと試みる場合にのみ、このミスマッチに気付きうる。従って、本開示
の特定の態様によって、ネットワーク性能がブロードキャストされうる。
【００５０】
　図７は、本開示の特定の態様に従って、同一キャリアにおいてＨＤ動作およびＦＤ動作
の共存を可能にするための例示的動作７００を図示する。動作７００は、例えば、ｅＮＢ
によって行われうる。７０２において、ｅＮＢはＨＤ動作のための第１の周波数帯域を割
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り当てうる。
【００５１】
　７０４において、ｅＮＢは、ＦＤ動作のための第２の周波数帯域を割り当てることがで
き、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域は、ＦＤ動作のための第２の周波数帯域とオーバ
ーラップする。いくつかの実施形態に関し、ＨＤ動作のための周波数帯域は第１の帯域ナ
ンバを有することができ、ＦＤ動作のための第２の周波数帯域は第２の帯域ナンバを有す
ることができ、第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで送信されうる
。第１および第２の帯域ナンバはＦＤ ＵＥおよびＨＤ ＵＥの同時動作を可能にしうる。
特定の態様に関し、ｅＮＢは、ＵＥがＨＤ動作をサポートするかＦＤ動作をサポートする
かの指示をＵＥから受信し、指示に基づいて、ｅＮＢは第１または第２の帯域においてＵ
Ｅをスケジューリングしうる。
【００５２】
　特定の態様に関し、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域は第１および第２の周波数帯域
の割当が一般に、第１の帯域ナンバおよび第２の帯域ナンバを有する周波数帯域を割り当
てることを含むように、ＦＤ動作のための第２の周波数帯域と完全にオーバーラップしう
る。特定の態様に関し、ＨＤ動作のための第１の周波数帯域はＦＤ動作のための第２の周
波数帯域より狭い帯域幅を有しうる。いくつかの実施形態に関し、ｅＮＢは、第１の周波
数帯域においてネットワーク指示をブロードキャストでき、ブロードキャストは周波数帯
域上のＨＤ動作をサポートするために性能を示しうる。
【００５３】
　特定の態様に関し、ｅＮＢは、ＦＤ動作のため第２の周波数帯域でネットワーク指示を
ブロードキャストでき、ブロードキャストはＨＤ動作に対するサポートがあるかどうかを
示す。ブロードキャストがＨＤ動作に対するサポートがないことを示す際、ｅＮＢはＨＤ
動作のみをサポートするＵＥへのアクセスを拒否しうる。
【００５４】
　図８は、本開示の特定の態様に従って、例示的な動作８００を図示する。動作８００は
、例えば、ＵＥによって行われうる。８０２において、ＵＥはＨＤ動作のための第１の周
波数帯域およびＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指示を受信でき、第１の周波数帯域
は第２の周波数帯域とオーバーラップする。特定の態様に関し、ＵＥは、第１の周波数帯
域に対応する第１の帯域ナンバ、および第２の周波数帯域に対応する第２の帯域ナンバを
受信でき、第１および第２の帯域ナンバは、オーバーヘッドメッセージで受信されうる。
【００５５】
　８０４において、ＵＥは、ＵＥのタイプ（例えば、ＵＥがＦＤ ＵＥであるか、ＨＤ Ｕ
Ｅであるか）に基づいて、第１の周波数帯域において動作するか第２の周波数帯域におい
て動作するかを判定しうる。従って、第１および第２の帯域ナンバは、ＦＤ ＵＥおよび
ＨＤ ＵＥの同時動作を可能にしうる。特定の態様に関し、ＵＥはＨＤ動作のためのネッ
トワークサポートがあるかどうかを示すネットワーク指示（例えば、ＦＤ動作のための第
２の周波数帯域において）を受信しうる。言い換えると、ＨＤ ＵＥがそのようなネット
ワーク指示を受信しない場合、ＨＤ ＵＥは、ＨＤ動作をサポートする別の基地局を有す
るネットワーク取得動作を行いうる。
【００５６】
　図９Ａ－Ｂは、本開示の特定の態様に従って、同一キャリアにおいてＨＤ動作およびＦ
Ｄ動作の共存を可能にする例を図示する。図９Ａは、第１の帯域ナンバを有するＦＤ動作
のための周波数帯域９０２を図示する。図９Ｂは、ＦＤ動作のために既存の周波数帯域９
０２とオーバーラップする、ＨＤ動作のために生成された周波数帯域９０４を図示する。
特定の態様に関し、ＨＤ動作のための周波数帯域９０４は、説明されるように、ＦＤ動作
のための周波数帯域９０２より狭い帯域幅を有する、または完全にオーバーラップしうる
。ＨＤ動作のための周波数帯域９０４は、図示されたように、第２の周波数ナンバを有し
うる。上述されたように、第１および第２の帯域ナンバはＦＤ ＵＥおよびＨＤ ＵＥの同
時動作を可能にしうるオーバーヘッドメッセージで送信されうる。
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【００５７】
　ＬＴＥのアイドル状態であるＵＥについて、定義によると、ＵＥは、例えば、システム
情報およびページといった、ネットワークから受信のみしている情報である。ＵＥの送信
がない可能性があるため、ＨＤ ＵＥは、いずれの制限も有さず、制限なくあらゆるサブ
フレームにおいてネットワーク送信を受信できる。
【００５８】
　しかしながら、ＬＴＥ接続状態であるＵＥについて、ＵＥが、ＵＥ上のアクセスのペー
ジを受信するか、トリガを受信するか、ランダムアクセス手順からスタートしうる。例え
ば、ＵＥは、指定されたサブフレーム（例えば、ＵＥからの、メッセージ１の送信）上の
物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）を送信しうる。メッセージ１を送信した後
、ネットワークからメッセージ２を受信するまで（例えば、ＵＥにおけるメッセージ２受
信）、ＵＥは、何かを送信する必要がない可能性がある。従って、メッセージ２を受信す
ることにおいて制限はない。一度メッセージ２がＵＥで受信されると、ＵＥはメッセージ
３に対してリソースを判定するためにメッセージを復号する必要性がありうる。メッセー
ジ２の受信からメッセージ３の送信（例えば、ＵＥからのメッセージ３の送信）へ、ＵＥ
は何かを受信することを予期できず、何かを送信する必要がない可能性がある。メッセー
ジ３の送信後、ＵＥは、ネットワークからメッセージ４を受信するまで（例えば、ＵＥに
おけるメッセージ４の受信）何かを送信する必要がない可能性がある。従って、メッセー
ジ４の受信においても、制限を有しない可能性がある。一度、ＵＥでメッセージ４が受信
されると、ＵＥは割り付けされたデータリソースを判定するためにメッセージを復号する
必要性がありうる。ネットワークは、ＵＥに対して、チャネル品質指示器（ＣＱＩ）レポ
ート、スケジューリング要求（ＳＲ）リソース、および、サウンディング基準信号（ＳＲ
Ｓ）送信を構成しうる。
【００５９】
　特定の態様に関し、ネットワークは、ＨＤ端末が送信していない知識を有する場合、シ
ステム情報変更（例えば、Ｐ－ＲＮＴＩ（ページング－無線ネットワーク一時識別子）の
方法によって伝えられる）が生じることができ、従って、リスンしている（listening）
。しかしながら、ＵＥがメッセージ（例えば、メッセージ１または３）を送信している間
、システム情報は変化しうる。いくつかの実施形態に関し、不足しているシステム情報変
更を最小化するために、ネットワークは複数回ページングしうる。例えば、ページングサ
ブフレームは、サブフレーム９のみ、サブフレーム４および９、またはサブフレーム０、
４、５、および９でありうる。いくつかの実施形態に関し、ＨＤ ＵＥのための専用シグ
ナリングは、例えば、システム情報の変更のシグナリングのためにＨＤ ＵＥのグループ
または全てのアドレスへ使用されうる（例えば、ＨＤ－ＲＮＴＩ）。
【００６０】
　ＬＴＥ接続状態の間、送信されうる信号およびチャネルの例は、物理アップリンク共有
チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理アップリンク制御チャネルスケジューリング要求（ＰＵＣ
ＣＨ－ＳＲ）、ＰＵＣＣＨ－ＡＣＫ、ＰＵＣＣＨ－ＣＱＩ、ＳＲＳ、周期ＣＱＩおよび非
周期ＳＲＳ、さらにｅＮＢとＵＥの間の到着／再同期ダウンリンクデータのためのＰＲＡ
ＣＨ（例えば、接続モードＲＡＣＨ）を含むが、それらに限定されない。ＰＵＳＣＨは、
４サブフレーム前のＵＬ許可、スケジューリングされていない再送（例えば、４サブフレ
ーム前の正でない物理ハイブリッドＡＲＱ指示器チャネル（ＰＨＩＣＨ））、または、半
永続的スケジューリング（ＳＰＳ）構成の結果でありうる。ＰＵＣＣＨ－ＳＲ、ＰＵＣＣ
Ｈ－ＣＱＩ、およびＳＲＳは、ネットワークによる上位レイヤ構成の結果でありうる。Ｐ
ＵＣＣＨ－ＡＣＫは、４サブフレーム前のＤＬ送信の結果でありうる。ＳＲＳがサブフレ
ームの最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで送信されうるとすると、ＵＥはサブフレームの他
に何も送信される予定がない場合にＤＬサブフレームを復号しようと試みることを選択で
きる（例えば、ｅＮＢは、最終シンボルの損失(loss)に適応させる（accommodate）ため
の割付／ＭＣＳ、および受信から送信への切り替えに必要なガード時間(guard time)を判
定しうる。）。周期ＣＱＩおよび非周期ＳＲＳはネットワークによって構成されうる。
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【００６１】
　ＬＴＥが接続された状態である間、一般に受信のために適切でありうるチャネルの例は
、ＰＨＩＣＨ（例えば、４サブフレーム前のＰＵＳＣＨ送信がある場合）、物理制御フォ
ーマット指示器チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）、および物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＣＣＨ）を含む。
【００６２】
　いくつかの実施形態に関し、システム情報は変更でき、ＵＥはページングによって情報
を提供されうる。ページングのための特定のサブフレームがあるため、これらサブフレー
ムは、ＵＥがリスンするために利用可能でありうる。しかしながら、ページングサブフレ
ームが１０ミリ秒の周期性を有し、ＨＡＲＱ動作が、８ミリ秒の周期性を有しうるとする
と、ＨＤ ＵＥは、ページを受信できない、または送信できないサブフレームでありうる
。従って、ＵＥの挙動は、本明細書でさらに論じられるように、送信または受信を優先す
るように定義されることが必要でありうる。
【００６３】
　図１０は、本開示の特定の態様に従って、１つまたは複数のＨＤ ＵＥを有する送信を
制御するための例示的な動作１０００を図示する。動作１０００は例えば、ｅＮＢによっ
て行われうる。１００２において、ｅＮＢは、アップリンク送信がサブフレームにおいて
ダウンリンク送信とオーバーラップすることを判定しうる。例のように、ダウンリンク送
信は、一般にシステム情報変更を示すページングメッセージを含み、アップリンク送信は
、一般にアップリンクハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）動作を含む。特定の態様に
関し、オーバーラップの判定は、一般に１つまたは複数のＨＤ ＵＥからのＣＳＩ報告サ
ブセットにおけるＣＱＩ報告の差異を比較することと、１つまたは複数のＨＤ ＵＥ間の
互換性のないダウンリンク／アップリンクの割付を判定することを含む。
【００６４】
　１００４において、ｅＮＢは１つまたは複数の HD ＵＥでの送信を制御し、このサブフ
レームにおいてアップリンク送信またはダウンリンク送信の一方だけがこれらＵＥの１つ
または複数で行われるようにしうる。いくつかの態様に関し、制御することは一般に、後
のサブフレーム内の送信に対してアップリンク送信またはダウンリンク送信のうちの別の
１つを停止すること含む。いくつかの態様において、制御することは一般に、アップリン
ク送信またはダウンリンク送信を、もう一方よりも優先することを含む。
【００６５】
　ＣＱＩおよびＳＲの送信は、１０ミリ秒の約数（例えば、２ミリ秒または５ミリ秒）ま
たは倍数である周期性を有する上位レイヤによって構成されうる。これら送信は、「ＵＬ
」に対するサブフレームのセッティングを調整し、１０ミリ秒の周期性でも繰り返すペー
ジングサブフレームを回避するように選択されうる。従って、ＣＱＩおよびＳＲの送信は
、それらがスライドする影響なく適切に分割されることができるように、ページングサブ
フレームの受信でいずれの任意の方法でも干渉しないことができる（以下で述べられる）
。ＵＬサブフレームは、ＵＬ許可との一致（例えば、４サブフレーム前の）が「ＤＬ」サ
ブフレームで生じうることを理解することで、ＰＵＳＣＨ送信で使用されうる。
【００６６】
　図１１は、本開示の特定の態様によって、ＨＤ動作におけるＵＬ許可およびＤＬ割当の
影響を図示する。図示されるように、ＵＬ割当１１０４と関連するタイムラインは、４ミ
リ秒間隔に（例えば、許可から、最初の送信へ、ＤＬ ＡＣＫの受信へ、および再送信へ
）固定でリンクされうる。しかしながら、ＰＤＳＣＨの時間－非同時性のために、ＤＬ割
当１１０２と関連するタイムラインは、４ミリ秒間隔に固定でリンクされることができな
い。例えば、１１０６で行われるＤＬ送信は、ＰＵＣＣＨ ＡＣＫ１１０８から５ミリ秒
後に生じうる。
【００６７】
　いくつかの態様に関し、図１２で図示されるように、ＤＬ再送信がＵＬとして同じタイ
ムラインに続くように選択されると、ＵＬ／ＤＬリソースの完全な分割が達成されうる（
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例えば、４サブフレームごとに、ＵＥは、ＵＬリソースとＤＬリソースとの間を切り替え
うる）。
【００６８】
　２つのタイムラインがある場合（例えば、８ミリ秒ベースでＵＬ送信のためのＨＡＲＱ
動作、および１０ミリ秒ベースでＤＬ動作のためのページングサブフレーム）、２つのタ
イムラインは、互いに他方へスライドできる。いくつかの態様に関し、ｅＮＢは、直前の
ＰＨＩＣＨ上のＮＡＣＫを適切に送信することによってページングサブフレームに含まれ
ている再送信を停止しうる。いくつかの態様に関し、ｅＮＢは、もう一方よりも少なくと
も１つの再送信ＰＵＳＣＨおよび受信ページで優先されうる。
【００６９】
　特定の態様において、ＰＵＳＣＨは、他のＵＬ ＰＨＹチャネルが送信されるサブフレ
ームにおいてスケジューリングされうる。例えば、サブフレームがＵＬサブフレームであ
りうるため、ＰＵＳＣＨは、ＰＵＣＣＨまたはＳＲＳが送信されるサブフレームにおいて
スケジュールされうる。ＨＤ動作は、ＦＤ動作と比較してＵＥごとにシステムリソースの
半分のみを本来利用する。従って、ｅＮＢは、異なるユーザのバランスをとることによっ
て、周波数時間リソースを効率的に利用しうる。
【００７０】
　ＨＤ ＵＥにおいて低減されたＵＬ－ＤＬ干渉低減のために、別のＵＥが近接近して送
信している場合、ＵＥのＤＬ受信パフォーマンスは妥協され(compromised)うる。負荷バ
ランスのために、ｅＮＢは、共存問題に至りうる異なるＵＥ間のＤＬおよびＵＬサブフレ
ームをオフセットしうる。特定の態様に関し、ｅＮＢは、そのような問題を発見でき、適
切なスケジュール変更をできるアルゴリズムを有しうる。例えば、ｅＮＢは、異なるスケ
ジューリングのセットを使用でき、異なるＣＳＩ報告サブセットを有するＵＥを構成しう
る。次に、所与のＵＥからの別のＣＳＩ報告サブセットにおけるＣＱＩ報告の差異を比較
することによって、ｅＮＢは互換性のないＤＬ／ＵＬの割付を有する別のＵＥの接近を推
察し、ターゲットＵＥの割付を変更しうる。
【００７１】
　適切な無線リソース管理（ＲＲＭ）の機能性は、測定結果に対するＤＬサブフレームの
十分な数の安定供給を要求しうる。それは、ＲＲＭの目的に対するＤＬ測定結果として使
用可能であるサブフレームのサブセットを指定するように必要とされうる、または必要は
ない可能性がある。指定されたサブセットが足りないと、ｅＮＢは、スケジューリングに
よって動的に使用可能なサブフレームを生成しうる。ＵＬをサポートするためのＰＤＣＣ
Ｈ／ＰＨＩＣＨ動作に対する要求のために、全体に対するＵＬサブフレーム比は、５０％
より大きくなることができない。これは、測定結果に対する利用可能な十分な数のＤＬサ
ブフレームがありうることをすでに保障している。しかしながら、隣接するセルのＰＳＳ
／ＳＳＳを含んでいるサブフレームを測定する機会があるということもまた保障されるべ
きである。これは、時間同期ネットワークにおいて完成されうる。しかしながら、非同期
ネットワークにおいて、ＵＥが現在のサービス提供するセルと関連する恣意的なタイミン
グオフセットを有するセルを測定できるため、測定の機会は、多様な方法で生成されうる
。
【００７２】
　ｅＮＢスケジューリング動作を適切にサポートするために、予期されたＵＥの切り替え
時間は、考慮される必要がありうる。例えば、ＤＬサブフレームが、ＵＬサブフレームに
よって直後に続く場合、ＤＬサブフレームは、ｅＮＢがＤＬ変調およびコーディングスキ
ーム（ＭＣＳ）選択において考慮しうる、ＵＥ受信機で部分的に削除されうる。適切なＭ
ＣＳバックオフを利用するために、ｅＮＢによって要求される情報は一般に、ＵＥ切り替
え時間（例えば、パフォーマンス要求を標準化しているべきである）、ＵＬ－ＤＬタイミ
ングの繰上(UL-DL timing advance)、および対数尤度比（ＬＬＬＲ）をゼロにするＵＥ性
能を含む。
【００７３】
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　ＵＬ－ＤＬタイミングの繰上について、ｅＮＢは、時間繰上コマンドを出すが、ｅＮＢ
は、タイミング調整アップデートの異なる性質のためにＵＥ内で現在の時間オフセット(c
urrent time offset)を知ることができない。従って、ｅＮＢへＵＥからの現在タイミン
グ繰上情報(current timing advance information)のフィードバックを有することは有用
でありうる。代替として、ｅＮＢは、現在タイミングの繰上を確立するためにＰＲＡＣＨ
手順を行うようにＵＥに定期的に要求しうる。ｅＮＢは、報告されたＵＥ電力のヘッドル
ームからタイミング繰上を推定する必要がありうる（例えば、より大きなヘッドルームは
、より小さなタイミング繰上でありうる）が、この方法は確かでない可能性がある。いく
つかの実施形態に関し、ｅＮＢは、ｅＮＢカバレッジ範囲を知ることに基づいて、最悪の
ケースの想定をしうる。
【００７４】
　ＬＬＲをゼロにするＵＥの性能について、ＨＤ干渉のために受信信号が確かではないＵ
Ｅに知られるときはいつも、受信ＬＬＲをゼロ化することまたは縮小することについての
要求を判定するために、ＵＥは送信電力対受信電力オフセットと送信対受信タイミングオ
フセットと結び付ける性能を有しうる。ＵＥがこのような性能を有することを保障するよ
うに標準化された要求がありうる。挿入されたＤＬリファレンス信号のまばらな性質のた
めに、ＯＦＤＭシンボルベースごとのＨＤ干渉をリファレンス信号の観測結果に基づいて
測定できないかもしれない。ＵＥは、信号電力レベル、および信号タイミングの演繹的知
識に基づいて干渉のレベルを推察できうる。
【００７５】
　新たな周波数帯域を取り入れることによって、所与の周波数帯域において、ＨＤおよび
ＦＤ端末の共存を可能にするための技法を提供する本開示の実施形態は、ＨＤ動作のため
に指定され、オーバーラップしている既存の周波数帯域は、ＦＤ動作のために指定される
。新たなＨＤ周波数帯域の指定がユニバーサル（例えば、ワールドワイド）でない限り、
所与の周波数帯域は、いくつかの国／地域でＨＤとして、およびいくつかの別の国／地域
でＦＤとして指定される、ローミングのケースで問題がありうる。従って、ＨＤサポート
をブロードキャストするためにネットワークの性能を追加することは、有益でありうる。
例として、ＵＥは、ＨＤ動作に対してサポートがあるかどうかを示すＦＤ帯域においてネ
ットワーク指示を受信しうる。結果として、ＵＥがＨＤ動作のみをサポートすると、ＵＥ
は、アクセスを拒否し、次にＨＤ動作をサポートする別の基地局を有するネットワーク取
得動作を行いうる。
【００７６】
　上記に説明された方法のさまざまな動作は、対応する機能を行うことが可能な任意の適
切な手段によって行われうる。手段は、回路、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、また
はプロセッサを含むが、これらに限定されない、さまざまなハードウェアおよび／または
ソフトウェア／ファームウェアのコンポーネントおよび／またはモジュールを含み得る。
一般に、図面に図示された動作が存在する場合、それら動作は、任意の適切な類似してい
る対応するｍｅａｎｓ－ｐｕｌｓ－ｆｕｃｔｉｏｎコンポーネントによって行われうる。
【００７７】
　さまざまな異なるテクノロジーおよび技法のうちの任意のものを使用して、情報および
信号を表現されうることを、当業者は理解するであろう。例えば、上記説明の全体にわた
って参照されうるデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチッ
プは、電圧、電流、電磁波、磁場または磁性粒子、光場または光粒子、あるいはこれらの
組み合わせによって表されうる。
【００７８】
　当業者は、本明細書おける開示に関連して説明された様々な説明の論理ブロック、モジ
ュール、回路およびアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、ソフトウェア／ハード
ウェア、またはそれらの組み合わせとして実現されうることをさらに理解するであろう。
ハードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に説明するために、様々な説明のための
コンポーネント、ブロック、モジュール、回路およびステップがそれらの機能という点か
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ら一般的に上述されてきた。このような機能が、ハードウェアまたはソフトウェア／ファ
ームウェアとしてインプリメントされるかは、特定のアプリケーションおよびシステム全
体に課せられる設計制約に依存する。当業者は、各々の特定のアプリケーションに関して
、多様な方法で説明された機能を実現しうるが、このような実現の決定は、本開示の範囲
からの逸脱を引き起こしていると解釈されるべきでない。
【００７９】
　本明細書の開示に関連して説明されたさまざまな説明の論理ブロック、モジュール、お
よび回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログ
ラマブル論理デバイス、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウェアコンポー
ネント、または、本明細書で説明される機能を行うように設計されたこれら任意の組み合
わせで実現、あるいは行われうる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが
、代替において、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置
、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、例えば、ＤＳＰとマイクロプロ
セッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは複数
のマイクロプロセッサ、あるいはその他任意のこのような構成であるコンピューティング
デバイスの組み合わせとして実現されうる。
【００８０】
　本明細書の開示に関連して記述された、方法またはアルゴリズムのステップは、ハード
ウェアで、プロセッサによって実行されるソフトウェア／ファームウェアモジュールで、
または、これらの組み合わせで直接的に具現化されうる。ソフトウェア／ファームウェア
モジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、Ｅ
ＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ、または当技術分野で知られている記憶媒体の任意の他の形式において存在し
うる。例示的な記憶媒体は、プロセッサがこの記憶媒体から情報を読み取り、またこの記
憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。代替において、
記憶媒体は、プロセッサと一体化されうる。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣ内に
存在しうる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に存在しうる。代替では、プロセッサおよび記憶
媒体は、ユーザ端末中に離散コンポーネントとして存在しうる。
【００８１】
　１つまたは複数の例示的な設計では、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア
／ファームウェア、またはそれらの組み合わせにおいて実現されうる。ソフトウェアで実
現されると、機能は、コンピュータ可読媒体上で１つまたは複数の命令またはコードとし
て格納または送信されうる。コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコン
ピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体およびコンピュータ記
憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされる
ことができる任意の利用可能な媒体でありうる。例として、また限定されないが、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の
光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、
または、命令あるいはデータストラクチャの形態において望まれるプログラムコード手段
を保存あるいは搬送するために使用されることができる、また、汎用または専用コンピュ
ータ、または、汎用または専用プロセッサによってアクセスされることができる、任意の
他の媒体も備えることができる。更に、任意のコネクションが、コンピュータ可読媒体と
適切に称される。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイ
ストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のよ
うな無線技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される
場合には、この同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤
外線、無線、およびマイクロ波のような無線技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で
使用したようなディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、
レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル汎用ディスク（ＤＶＤ）、フロッ
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ピー（登録商標）ディスク、およびブルーレイ（登録商標）ディスクを含むが、一般的に
、ディスク（ｄｉｓｋ）は、データを磁気的に再生する一方で、ディスク（ｄｉｓｃ）は
データをレーザで光学的に再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の
範囲内に含まれるべきである。
【００８２】
　本開示の先の説明は、当業者が本開示を行なうまたは使用することを可能にするために
提供される。本開示に対する様々な変更は、当業者にとって容易に明らかであり、また、
本明細書で定義される一般的な原理は、本開示の範囲または精神から逸脱することなく他
の変更に適用されうる。よって、本開示は、本明細書で説明される例および設計に限定さ
れるように意図されておらず、本明細書で開示される原理および新規の特徴と一致して幅
広い範囲が与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ）動作の共存を
可能にするための方法であって、
　ＨＤ動作のための第１の周波数帯域を割り当てることと、
　ＦＤ動作のための第２の周波数帯域を割り当てることと、ここにおいてＨＤ動作のため
の前記第１の周波数帯域は、ＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域とオーバーラップす
る、
　を備える方法。
［Ｃ２］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域は第１の帯域ナンバを有し、ＦＤ動作
のための前記第２の周波数帯域は第２の帯域ナンバを有する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで送信される、
Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］　前記第１および第２の帯域ナンバはＦＤユーザ機器（ＵＥ）およびＨＤ ＵＥ
の同時動作を可能にする、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ５］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波数
帯域と完全にオーバーラップする、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ６］　前記第１および第２の周波数帯域を割り当てることは、前記第１の帯域ナンバ
および前記第２の帯域ナンバを有する周波数帯域を割り当てることを備える、Ｃ５に記載
の方法。
［Ｃ７］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波数
帯域よりも狭い帯域幅を有する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　前記第１の周波数帯域においてネットワーク指示をブロードキャストすること
と、ここにおいて前記ブロードキャストはＨＤ動作をサポートするための能力を示す、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］　ユーザ機器（ＵＥ）から、前記ＵＥが、ＨＤ動作をサポートするかＦＤ動作を
サポートするかの指示を受信することと、
　前記ＵＥがＨＤ動作をサポートするかＦＤ動作をサポートするかに基づいて、前記第１
または第２の帯域において前記ＵＥをスケジューリングすることと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］　ＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域においてネットワーク指示をブロー
ドキャストすることと、ここにおいて前記ブロードキャストは、ＨＤ動作に対するサポー
トがあるかどうかを示す、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記ブロードキャストが、ＨＤ動作に対するサポートがないことを示す場合
、
　ＨＤ動作のみをサポートするユーザ機器（ＵＥ）へのアクセスを拒否すること、
　をさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］　同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ）動作の共存
を可能にするための装置であって、
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　ＨＤ動作のための第１の周波数帯域を割り当てるための手段と、
　ＦＤ動作のための第２の周波数帯域を割り当てるための手段と、ここにおいてＨＤ動作
のための前記第１の周波数帯域は、ＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域とオーバーラ
ップする、
　を備える装置。
［Ｃ１３］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域は第１の帯域ナンバを有し、ＦＤ動
作のための前記第２の周波数帯域は第２の帯域ナンバを有する、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１４］　前記第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで送信される
、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］　前記第１および第２の帯域ナンバはＦＤユーザ機器（ＵＥ）およびＨＤ Ｕ
Ｅの同時動作を可能にする、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１６］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域と完全にオーバーラップする、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１７］　前記第１および第２の周波数帯域を割り当てるための前記手段は、前記第１
の帯域ナンバおよび前記第２の帯域ナンバを有する周波数帯域を割り当てるための手段を
備える、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域よりも狭い帯域幅を有する、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１９］　前記第１の周波数帯域においてネットワーク指示をブロードキャストするた
めの手段と、ここにおいて前記ブロードキャストは、ＨＤ動作をサポートするための能力
を示す、
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２０］　ユーザ機器（ＵＥ）から、前記ＵＥが、ＨＤ動作をサポートするかＦＤ動作
をサポートするかの指示を受信するための手段と、
　前記第１または第２の帯域において前記ＵＥが、ＨＤ動作をサポートするかＦＤ動作を
サポートするかに基づいて前記ＵＥをスケジューリングするための手段と、
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２１］　ＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域においてネットワーク指示をブロー
ドキャストするための手段と、ここにおいて前記ブロードキャストは、ＨＤ動作に対する
サポートがあるかどうかを示す、
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２２］　前記ブロードキャストがＨＤ動作に対するサポートがないことを示す場合、
　ＨＤ動作のみをサポートするユーザ機器（ＵＥ）へのアクセスを拒否するための手段、
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］　同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ）動作の共存
を可能にするための装置であって、
　　ＨＤ動作のための第１の周波数帯域を割り当て、
　　ＦＤ動作のための第２の周波数帯域を割り当てる、ここにおいてＨＤ動作のための前
記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域とオーバーラップする、
　ように構成された、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える、装置。
［Ｃ２４］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域は第１の帯域ナンバを有し、ＦＤ動
作のための前記第２の周波数帯域は第２の帯域ナンバを有する、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］　前記第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで送信される
、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］　前記第１および第２の帯域ナンバはＦＤユーザ機器（ＵＥ）およびＨＤ Ｕ
Ｅの同時動作を可能にする、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２７］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域と完全にオーバーラップする、Ｃ２４に記載の装置。
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［Ｃ２８］　前記第１および第２の周波数帯域を割り当てるように構成された前記少なく
とも１つのプロセッサは、前記第１の帯域ナンバおよび前記第２の帯域ナンバを有する周
波数帯域を割り当てることを備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域よりも狭い帯域幅を有する、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３０］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第１の周波数帯域においてネットワーク指示をブロードキャストし、ここにおいて
前記ブロードキャストは、ＨＤ動作をサポートするための能力を示す、
　ように構成された、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３１］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ユーザ機器（ＵＥ）から、前記ＵＥがＨＤ動作をサポートするかＦＤ動作をサポートす
るかの指示を受信し、
　前記第１または第２の帯域において前記ＵＥがＨＤ動作をサポートするかＦＤ動作をサ
ポートするかに基づいて前記ＵＥをスケジューリングする、
　ように構成された、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３２］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域においてネットワーク指示をブロードキャスト
する、ここにおいて前記ブロードキャストはＨＤ動作に対するサポートがあるかどうかを
示す、
　ように構成された、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ３３］　前記ブロードキャストがＨＤ動作に対するサポートがないことを示す場合、
前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ＨＤ動作のみをサポートするユーザ機器（ＵＥ）へのアクセスを拒否する、
　ように構成された、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３４］　同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ）動作の共存
を可能にするためのコンピュータプログラム製品であって、
　　ＨＤ動作のための第１の周波数帯域を割り当て、
　　ＦＤ動作のための第２の周波数帯域を割り当てる、ここにおいてＨＤ動作のための前
記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域とオーバーラップする、
　ためのコードを有するコンピュータ可読媒体と、
　を備えるコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３５］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域は第１の帯域ナンバを有し、ＦＤ動
作のための前記第２の周波数帯域は第２の帯域ナンバを有する、Ｃ３４に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
［Ｃ３６］　前記第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで送信される
、Ｃ３５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３７］　前記第１および第２の帯域ナンバはＦＤユーザ機器（ＵＥ）およびＨＤ Ｕ
Ｅの同時動作を可能にする、Ｃ３５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３８］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域と完全にオーバーラップする、Ｃ３５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３９］　前記第１および第２の周波数帯域を割り当てるための前記コードは、前記第
１の帯域ナンバおよび前記第２の帯域ナンバを有する周波数帯域を割り当てるためのコー
ドを備える、Ｃ３８に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４０］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域よりも狭い帯域幅を有する、Ｃ３４に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４１］　前記第１の周波数帯域においてネットワーク指示をブロードキャストする、
ここにおいて前記ブロードキャストは、ＨＤ動作をサポートするための能力を示す、
　ためのコードをさらに備える、Ｃ３４に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４２］　ユーザ機器（ＵＥ）から、前記ＵＥがＨＤ動作をサポートするかＦＤ動作を
サポートするかの指示を受信し、
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　前記第１または第２の帯域において前記ＵＥがＨＤ動作をサポートするかＦＤ動作をサ
ポートするかに基づいて前記ＵＥをスケジューリングする、
　ためのコードをさらに備える、Ｃ３４に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４３］　ＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域においてネットワーク指示をブロー
ドキャストする、ここにおいて前記ブロードキャストはＨＤ動作に対するサポートがある
かどうかを示す、
　ためのコードをさらに備える、Ｃ３４に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４４］　前記ブロードキャストがＨＤ動作に対するサポートがないことを示す場合、
　ＨＤ動作のみをサポートするユーザ機器（ＵＥ）へのアクセスを拒否する、
　ためのコードをさらに備える、Ｃ４３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４５］　同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ）動作の共存
を可能にするための方法であって、
　ＨＤ動作のための第１の周波数帯域およびＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指示を
受信することと、ここにおいて前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域とオーバー
ラップする、
　ユーザ機器（ＵＥ）のタイプに基づいて、前記第１の周波数帯域で動作するか第２の周
波数帯域で動作するかを判定すること、
　を備える方法。
［Ｃ４６］　前記指示を受信することは、
　前記第１の周波数帯域に対応する第１の帯域ナンバを受信することと、
　前記第２の周波数帯域に対応する第２の帯域ナンバを受信することと、
　を備える、Ｃ４５に記載の方法。
［Ｃ４７］　前記第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで受信される
、Ｃ４６に記載の方法。
［Ｃ４８］　前記第１および第２の帯域ナンバはＦＤ ＵＥおよびＨＤ ＵＥの同時動作を
可能にする、請求４６に記載の方法。
［Ｃ４９］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域と完全にオーバーラップする、Ｃ４５に記載の方法。
［Ｃ５０］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域よりも狭い帯域幅を有する、Ｃ４５に記載の方法。
［Ｃ５１］　ＨＤ動作のためのネットワークサポートがあるかどうかを示すネットワーク
指示を受信すること、
　をさらに備える、Ｃ４５に記載の方法。
［Ｃ５２］　前記ネットワーク指示は、ＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域で受信さ
れる、Ｃ５１に記載の方法。
［Ｃ５３］　同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ）動作の共存
を可能にするための装置であって、
　ＨＤ動作のための第１の周波数帯域およびＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指示を
受信するための手段と、ここにおいて前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域とオ
ーバーラップする、
　ユーザ機器（ＵＥ）のタイプに基づいて、前記第１の周波数帯域で動作するか第２の周
波数帯域で動作するかを判定するための手段、
　を備える装置。
［Ｃ５４］　前記指示を受信するための前記手段は、
　前記第１の周波数帯域に対応する第１の帯域ナンバを受信するための手段と、
　前記第２の周波数帯域に対応する第２の帯域ナンバを受信するための手段と、
　を備える、Ｃ５３に記載の装置。
［Ｃ５５］　前記第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで受信される
、Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ５６］　前記第１および第２の帯域ナンバはＦＤ ＵＥおよびＨＤ ＵＥの同時動作を
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可能にする、請求５４に記載の装置。
［Ｃ５７］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域と完全にオーバーラップする、Ｃ５３に記載の装置。
［Ｃ５８］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域よりも狭い帯域幅を有する、Ｃ５３に記載の装置。
［Ｃ５９］　ＨＤ動作のためのネットワークサポートがあるかどうかを示すネットワーク
指示を受信するための手段、
　をさらに備える、Ｃ５３に記載の装置。
［Ｃ６０］　前記ネットワーク指示は、ＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域で受信さ
れる、Ｃ５９に記載の装置。
［Ｃ６１］　同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ）動作の共存
を可能にするための装置であって、
　　ＨＤ動作のための第１の周波数帯域およびＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指示
を受信し、ここにおいて前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域とオーバーラップ
する、
　　ユーザ機器（ＵＥ）のタイプに基づいて、前記第１の周波数帯域で動作するか第２の
周波数帯域で動作するかを判定する、
　ように構成された、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える装置。
［Ｃ６２］　前記指示を受信するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第１の周波数帯域に対応する第１の帯域ナンバを受信することと、
　前記第２の周波数帯域に対応する第２の帯域ナンバを受信することと、
　を備える、Ｃ６１に記載の装置。
［Ｃ６３］　前記第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで受信される
、Ｃ６２に記載の装置。
［Ｃ６４］　前記第１および第２の帯域ナンバはＦＤ ＵＥおよびＨＤ ＵＥの同時動作を
可能にする、請求６２に記載の装置。
［Ｃ６５］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域と完全にオーバーラップする、Ｃ６１に記載の装置。
［Ｃ６６］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域よりも狭い帯域幅を有する、Ｃ６１に記載の装置。
［Ｃ６７］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ＨＤ動作のためのネットワークサポートがあるかどうかを示すネットワーク指示を受信
する、
　ように構成された、Ｃ６１に記載の装置。
［Ｃ６８］　前記ネットワーク指示はＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域で受信され
る、Ｃ６７に記載の装置。
［Ｃ６９］　同一キャリアにおいて半二重（ＨＤ）動作および全二重（ＦＤ）動作の共存
を可能にするためのコンピュータプログラム製品であって、
　　ＨＤ動作のための第１の周波数帯域およびＦＤ動作のための第２の周波数帯域の指示
を受信し、ここにおいて前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域とオーバーラップ
する、
　　ユーザ機器（ＵＥ）のタイプに基づいて、前記第１の周波数帯域で動作するか第２の
周波数帯域で動作するかを判定する、
　ためのコードを有するコンピュータ可読媒体と、
　を備えるコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７０］　前記指示を受信するための前記コードは、
　前記第１の周波数帯域に対応する第１の帯域ナンバを受信し、
　前記第２の周波数帯域に対応する第２の帯域ナンバを受信する、
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　ためのコードを備える、Ｃ６９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７１］　前記第１および第２の帯域ナンバはオーバーヘッドメッセージで受信される
、Ｃ７０に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７２］　前記第１および第２の帯域ナンバはＦＤ ＵＥおよびＨＤ ＵＥの同時動作を
可能にする、請求７０に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７３］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域と完全にオーバーラップする、Ｃ６９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７４］　ＨＤ動作のための前記第１の周波数帯域はＦＤ動作のための前記第２の周波
数帯域よりも狭い帯域幅を有する、Ｃ６９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７５］　ＨＤ動作のためのネットワークサポートがあるかどうかを示すネットワーク
指示を受信する、
　ためのコードをさらに備える、Ｃ６９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７６］　前記ネットワーク指示は、ＦＤ動作のための前記第２の周波数帯域で受信さ
れる、Ｃ７５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７７］　無線通信のための方法であって、
　アップリンク送信が、サブフレームにおいてダウンリンク送信とオーバーラップするこ
とを判定することと、
　１つまたは複数の半二重（ＨＤ）ユーザ機器（ＵＥ）を制御し、前記サブフレームにお
いて前記アップリンク送信または前記ダウンリンク送信の一方だけが前記ＵＥの１つまた
は複数で行われるようにすることと、
　を備える方法。
［Ｃ７８］　前記制御することは、後のサブフレーム内の送信に対して前記アップリンク
送信または前記ダウンリンク送信のうちの別の１つを停止することを備える、Ｃ７７に記
載の方法。
［Ｃ７９］　前記制御することは、前記アップリンク送信または前記ダウンリンク送信を
、もう一方よりも優先することを備える、Ｃ７７に記載の方法。
［Ｃ８０］　前記ダウンリンク送信はシステム情報変更を示すページングメッセージを備
える、Ｃ７７に記載の方法。
［Ｃ８１］　前記アップリンク送信はアップリンクハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）動作を備える、Ｃ７７に記載の方法。
［Ｃ８２］　前記判定することは、
　前記１つまたは複数のＨＤ ＵＥからのチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告サブセットに
おけるチャネル品質指示器（ＣＱＩ）報告の差異を比較することと、
　前記１つまたは複数のＨＤ ＵＥの間の、互換性のないダウンリンク／アップリンクの
割付を判定することと、
　を備える、Ｃ７７に記載の方法。
［Ｃ８３］　無線通信のための装置であって、
　アップリンク送信がサブフレームにおいてダウンリンク送信とオーバーラップすること
を判定するための手段と、
　１つまたは複数の半二重（ＨＤ）ユーザ機器（ＵＥ）での送信を制御し、前記サブフレ
ームにおいて前記アップリンク送信または前記ダウンリンク送信の一方だけが前記ＵＥの
１つまたは複数で行われるようにするための手段と、
　を備える装置。
［Ｃ８４］　前記制御するための手段は、後のサブフレーム内の送信に対して前記アップ
リンク送信または前記ダウンリンク送信のうちの別の１つを停止するための手段を備える
、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８５］　前記制御するための手段は、前記アップリンク送信または前記ダウンリンク
送信を、もう一方よりも優先するための手段を備える、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８６］　前記ダウンリンク送信は、システム情報変更を示すページングメッセージを
備える、Ｃ８３に記載の装置。
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［Ｃ８７］　前記アップリンク送信は、アップリンクハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲ
Ｑ）動作を備える、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８８］　前記判定するための手段は、
　前記１つまたは複数のＨＤ ＵＥからのチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告サブセットに
おけるチャネル品質指示器（ＣＱＩ）報告の差異を比較するための手段と、
　前記１つまたは複数のＨＤ ＵＥの間の、互換性のないダウンリンク／アップリンクの
割付を判定するための手段と、
　を備える、Ｃ８３に記載の装置。
［Ｃ８９］　無線通信のための装置であって、
　　アップリンク送信がサブフレームにおいてダウンリンク送信とオーバーラップするこ
とを判定し、
　　１つまたは複数の半二重（ＨＤ）ユーザ機器（ＵＥ）での送信を制御し、前記サブフ
レームにおいて前記アップリンク送信または前記ダウンリンク送信の一方だけが前記ＵＥ
の１つまたは複数で行われるようにする、
　ように構成された、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える装置。
［Ｃ９０］　制御するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、後のサブフ
レーム内の送信に対して前記アップリンク送信または前記ダウンリンク送信のうちの別の
１つを停止することを備える、Ｃ８９に記載の装置。
［Ｃ９１］　制御するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、前記アップ
リンク送信または前記ダウンリンク送信を、もう一方よりも優先することを備える、Ｃ８
９に記載の装置。
［Ｃ９２］　前記ダウンリンク送信はシステム情報変更を示すページングメッセージを備
える、Ｃ８９に記載の装置。
［Ｃ９３］　前記アップリンク送信はアップリンクハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
）動作を備える、Ｃ８９に記載の装置。
［Ｃ９４］　判定するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記１つまたは複数のＨＤ ＵＥからのチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告サブセットに
おけるチャネル品質指示器（ＣＱＩ）報告の差異を比較することと、
　前記１つまたは複数のＨＤ ＵＥの間の、互換性のないダウンリンク／アップリンクの
割付を判定することと、
　を備える、Ｃ８９に記載の装置。
［Ｃ９５］　コンピュータプログラム製品であって、
　　アップリンク送信がサブフレームにおいてダウンリンク送信とオーバーラップするこ
とを判定し、
　　１つまたは複数の半二重（ＨＤ）ユーザ機器（ＵＥ）での送信を制御し、前記サブフ
レームにおいて前記アップリンク送信または前記ダウンリンク送信の一方だけが前記ＵＥ
の１つまたは複数で行われるようにする、
　ためのコードを有する、コンピュータ可読媒体
　を備えるコンピュータプログラム製品。
［Ｃ９６］　前記制御するためのコードは、後のサブフレーム内の送信に対して前記アッ
プリンク送信または前記ダウンリンク送信のうちの別の１つを停止するためのコードを備
える、Ｃ９５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ９７］　前記制御するためのコードは、前記アップリンク送信または前記ダウンリン
ク送信を、もう一方よりも優先するためのコードを備える、Ｃ９５に記載のコンピュータ
プログラム製品。
［Ｃ９８］　前記ダウンリンク送信はシステム情報変更を示すページングメッセージを備
える、Ｃ９５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ９９］　前記アップリンク送信はアップリンクハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
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）動作を備える、Ｃ９５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ１００］　判定するための前記コードは、
　前記１つまたは複数のＨＤ ＵＥからのチャネル状態情報（ＣＳＩ）報告サブセットに
おけるチャネル品質指示器（ＣＱＩ）報告の差異を比較し、
　前記１つまたは複数のＨＤ ＵＥの間の、互換性のないダウンリンク／アップリンクの
割付を判定する、
　ためのコードを備える、Ｃ９５に記載のコンピュータプログラム製品。

【図１】 【図２】
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【図９Ａ】 【図９Ｂ】
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